土壌微生物アセスメントの背景(1) 検出 ・ 定量の諸問題 by 東北大学遺伝生態研究センター






































































































































上採舶 場所 僥ｨ�Yxｽｸ,艇,jIwdfdﾄ｢俐Rﾄ､ｦﾂ�r��劔剪r�Iz2�ojH�ﾉfﾒ�総検 体数 兒ｩz2�zbs2���
200 ��{ﾃ��b�5() �"�"ﾒ��1日 迭�-2..I) ���
肌民家庭 ���釘�9 澱�4 售B�8 免里�66 田｣��
け1,川池fii ��1 ��3 �"�1 �2�3 ��2�17 都b�
'封立,公園 ���3 �"�8 ���2�1 �2�1 �"ｒ�51 �3��
牧場 ��1 �"� � �� 澱���ごり ��h*H.��
道路 �� ��1 ��"� �� �1日 164 ��?｢�
了千三一 �"�ll 唐�21 �6 ��ﾂ�12 買"��"窒偵��
臼然糾こおける破傷風菌の分布　　5
表2　畑,水田,民家庭の地表面と地Fからの破傷風薗分離成績
上採取 場所 僥ｨ�YylｩZｩz8,儺ｹwh,�7�,ﾈﾜX揵-中ﾖr��剳ｪ離 陽性 ��ﾘﾉ���ﾉ�B�分離 率% 
≧25 店6ﾘ�ｲﾓ���1/-2.5 
地表 �32�ll ��2�47 都B�64 
地卜 �2�2 迭�*lO �3R�28 



























K1,K2 諜���0/5 窒汀R� 
K3-K8 ����1/5 ���� 
K9 ����3/5 ���� 
K1(ー ����1/5 ����1/5 
Kll ����1/5 ���R�0/5 
K12 釘��1/5 ����0/5 
























10-2 ���ﾓ2�loll ���ﾓR�10-6 ��ｒﾓr�
211 迭�｢�5/5 迭��4/5 ����0/5 ���3�����R�
217 �� 迭��5/5 �2��0/5 途纈ｘ���ﾃR�























































サンプル 番号 佇(霻�ﾙ�;��糞便の希釈倍数と破傷風蘭分離成績 劔儁PN/ど (logunit) 
一日-■ ���6s2�1(ト4 ��ｒﾓR�10-6 ���ﾓr�
429 諜b經R�5/5 釘��5/5 釘��1/5 ����5.24 
455 澱經R�3/5 迭��5/5 迭��3/ノ5 ����5.90 
467 澱經R�5/5 迭��5/5 迭��2/5 ����5.85 
594 迭����5/5 迭��5/5 釘��0/5 ��5.ll 
595 迭����1/5 �2��4/5 �6s��0/5 ��4.23 




Dose of in∝ulum vs the MPN of C. tetanI'
per g of the stool of mice excreted during the
first 24hrs








Quantitative recovery C. tetanI- from the stools
of mice following intragastric inocu一ation on Day 0


























Quantitative recovery of C. tetanI- from the stoo一s










Inoculum-2 28 一og CFU
mouse No.16
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体, D型5検体, E型6検体でした｡ A型菌は西弧　B型菌は東部に濃厚
に分布し, C型菌は南部に, D型菌は北西部, E型南は水に関係した場所に
見られました｡同時に破傷風菌を調べ, 49検体(18.80/o).め,!,検出しまし
た｡
型4｡ Smith and Y()ung (1980)は英国のl二壌174検体を調べ, 10検体
(5.70/o)からボツリヌス菌(すべてB型菌)を検出しましたo　湖や河川J)
泥を採取した76地点のうち55地点(72.4%)からボツリヌス菌(B型31
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反復 実験 ��8ﾝxｽｲ�色素耐性菌 �>餽YV�ｽｲ�放線菌 倩X�8ｽｲ�
CFU/g(乾土) 白�xl06 �����R�×104 �����B�×103 157.9 �#c 繧�54.0 �3 綯 361.5 
ⅠⅠ �#32綯�615.4 田c偵��426.5 �3s"纈�
団粒外部(o/.) 白�30 鼎R�93 鼎"�57 
ⅠⅠ �3��43 涛2�30 鉄��
団粒内部(%) 白�70 鉄R�7 鉄��43 

























































植物生組織法 ��ﾓ��4eR���&ﾓ��ニンジン,ハクサイ,ジャガイモなど,あ る程度の特異性ありoMPN法を応用す れば定蛍HJ能o材料の白然汚染に汀意o 
希釈平板法 ���2ﾓ��D4eR�,r穐8�2��変法ドリガルスキー培地,Stewart培地, CVP培地など○選択性は高くないo菌数 が多い試料では定量は簡単○ 
増l岩槻養法 ����ﾓ�4eR�,r穐8�2��選択性は高くないが,増歯に期待oMPN 法を応用すれば定立可能o 
蛍光抗体法 ��4eR����&ﾓ��高い特異性あり,タイプの異なる軟腐病 菌は検出不能○工夫すれば定量も(.Jfi巨○ 
ファージ法 ��ｓ$4eR�穐7B��高い特異性あり,タイプの異なる軟腐病 菌uj検出不能oお冠可能o 
バクテリオ ���2ﾓ�ｓD4eR�以�ｵ��高い特異性あり,タイプの兇なる軟腐病 
シン法 剪福ﾌ検出イ絹Eo定競可能C 
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類軟腐病菌(Eru)inia caroiovora subsp. carofouora),ジャガイモ黒脚病菌

































































































































軟腐病菌数 �+�6(悠(eR途ﾒ陳ﾘ5y�B2��兩｢萇D｢��ﾘ7H4��ｸ5y�B�l二壌1gあたりC/) 軟腐病菌数 
(十壌1gあたり) ��c�'$｣��第2ru】 茶�ｖﾖﾈ*�+ﾘ.ｒ�
2.6×1()4 ���0 ��紿����R�L2.1×104 
0 �*"�1.1×1n5 �"ﾃ8����B�
:-).7×103 ����0 釘紿���ｓB�3.8×103 
0 飛�5.()×101 釘�8����2�
5.7×1日2 �.��り 唐�8�貮B�2�7.1×1()2 
い �.��9.5×103 唐������"�
1.7×lOl ���1 �"竄�����"�<101 
1 "�3.0×102 禿 � �
無添加 �.��2 �"������ｲ�"�く1()1 
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糖,すなわちグルコースにまでなるのに1) Clセルラーゼ, 2) Cxセル
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7.微生物アセスメントをめざして
まとめに代えて
服部　　勉
土壌の中にいる特定の微生物を正確に検出･定量することは,本書の各
章のお話からもうかがえますように,大変困難な仕事であります｡特定微
生物(たとえば遺伝子組換え微生物)の他微生物への影響を考える場合に
は,さらに大きな困難が横たわっていると思われます｡では,どのように
してこの困難を克服していけるのでありましょうか,本ワークショップの
まとめに代えて,若干の問題点について考えておきたいと思います｡
1.微生物の分布を考える
微生物が土壌空間にどのように分布しているのでしょうか｡この間題は,
色々な角度から考えてみる必要があります｡第｣に大小異なった尺度の空
間の問題,第二に土壌を覆っている植物の種類,そこに住む動物の種類な
どによる微生物分布の違い,第三に人間の活動の影響の考慮であります｡い
かにそれぞれの角度で考慮される必要のある視点を,思いつくままに列挙
しておきましょう｡
空間尺度:南北両半球,気候長･土壌帯;大陸･列島･孤島,海抜高
度;地域,微小立地的空間,局部的空間;土壌層分化,団
塊構造,団粒間,団粒構造内部など
植　　　生:各種森林,草種別草地,作物別耕地,砂漠など;植物葉面,
幹表面,花表面,種子表面,根面,根圏など
社会的影響:都市内部,都市近郊,村落,重工業地帯,ハイテク工業地
帯,その他特別な工業排気ガス発生地帯,高速道路周辺,ゴ
ルフ場とその周辺など｡
76
これらのリストは全く不完全なものですが,いずれも微生物の分布を考
える時,よく考えてみる必要がある視点であります｡
2.微生物の特定のし方と遺伝子の伝達性をめぐって
微生物のもつ遺伝子の一一部が変異したり,細胞から細胞へ伝達されたり
する現象は,土壌中の特定微生物を検出･定量し,微生物アセスメントに
役立てようとする作業に新しい問題を持ち込んでいます｡
土壌中に住む微生物を検定･定量しようとする多くの場合,その特定の
し方は特定の化学的能力によるのが現状であります｡たとえば,本書の第
1章では破傷風菌毒素産生能,第2章ではポッリメス毒素産生能,第5章で
はセルローズ分解能をそれぞれ保持する細菌グループが対象となっており
ます｡しかしこれらの能力は,特定の遺伝子(群)によって支配されるも
ので,もしその遺伝子(秤)が細菌細胞からなくなったり,他の細菌細胞
に伝達さ_れたりしますと,その細菌細胞は対象から外されたり,新しく対
象に入れられたりすることになります｡しかも,このような出入りが絶え
ず行なわれているとしたら,　一体特定の化学的能力に頼って行なうこの種
の検出･定量はどんな意味をもつことになるのでありましょうかo
また,第3章の野菜軟腐病細菌のファージ特異性も,どうやらこの細菌
の関連遺伝子の変異にもとずくように想像されます｡もしそうだとします
と,特定のファージ特異性をもつ病原菌の検出･定量することが,どんな
意味をもつことになりましょうか｡ファージ特異性の変異機構とその速度
を含むより広範な調査･検討が,より重要になる可能性があります｡
いずれにしましても,こうした微生物遺伝f･の変異性と伝達性の考慮を
伴った微生物の検出･定量でなければ,微生物アセスメントに役立つこと
は少ないといえるのではないでしょうか｡
3.微生物ポピュレイションの変動性の考慮
一般に土壌中の微生物ポピュレイション全体は,比較的安定していると
考えられますが,特定の微生物がある条件の下できわめて短時間に激しく
変動することは,大いにありうることであります｡恐らくこうした激しい
微/L物アセスメントをめざして　77
変動は,局部的に起こるものと想定されます｡この変動の背景にある各種
微生物間の相互関係は,予想を越える多様さ複雑さが含まれていると考え
られます｡とくに原生動物がときたま見せる敏速な行動は,注目に値しま
す｡もともと微生物アセスメントの仕事は,こうした微生物ボピュレイショ
ンの変動作の予測に基礎をおくものであります｡しかしこのような変動性
の予測は,微生物生態学的知見に人きく依存する性格のものであります｡
いずれにいたしましても,微生物アセスメントという仕事と微生物生態
学的研究とは,それぞれ異なった目的,手法が要求される反面,互いに補
完しあうものでもあります｡とくに現段階では,後者の役割が決定的に重
要性であるといえます｡今回のワーク･ショップが,こうした両者の関係
により多くの方々が目を向けて頂きるのに,役立つならば幸いだと思いま
す｡大変長い時間,ありがとうございました｡
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